
一36一

台湾の鉱

～石

業と探鉱

山

灰～

海外技術協力事業団が政府の委託をうけて海外に専

門家を派遣する事業は大別して次の技術協力計画に

もとづき行在われている.

1.コロンボ計画にもとづく技術協力

2.中近東アフリカ計画にもとづく技術協力

3.中南宋計画にもとづく技術協力

4.北東アジア地域計画にもとづく技術協力

目録鎮業KK池部竜生氏斎藤真'氏および筆者の一

行3名は上記｢北東アジア地域計画｣にもとづき昭和

38年3月18目から約5ヵ月半にわたり台湾を訪れ台湾

北部海底炭田の調査開発計画に協力した.この間に見

聞した台湾の石炭鉱業についてその概要を紹介する.
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1.養えかき

台湾における石炭の年間需要は第1図に示すように

1961年の420万トンから1970年の600万トンに逐次増加す

るすう勢にありその増加率は55%とされている.こ

れは主として台湾電力公司の拡充計画にもとづくもので

ある.いま台湾では産業建設ごとに工業化に全力を

あげ第1次第2次第3次と相次ぐ経済4ヵ年計画

を実施中であるが電力の開発カミ最優先的に取り上げら

れている.
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上臨察

工業の母である電力の開発赫聰5年紀着手されて以来

台湾における電力発展には冒さ塞しいものがあり至96更

年に40億讐主凄00万kWhの発電量に達し蝸年間1饒倍

の増加をみせている｡しかしこのよう泳飛躍的溶供給

増加率をもってしてもなお産業界の貿増しに増加する

需要を満たすにはじゆうぶんでなく毎年18%の電力不

足をきたしている状態で目下火力や水力の発電所を9

力所に建設中である.

この電力拡充計画にもとづく年間の石炭需要量は第1

図に示すように1961年から1970年までの9年間に

1,006,901トンから2,580,000トンに増加し約156老の

増加率を示すことになる.

第1表は今後9年間における老朽炭鉱の減産分と政府

資金や米国援助資金を投入して設備の近代化をはかった

現有炭鉱の増産分や新鉱開発による出炭量を差引きし

た最高生産能力を示したものであるが1964年以後は供

給不足が非常に大きく見込まれている.もしその供給

がふじゅうぶんな場合には石炭を必要とする工業はほ

かの燃料にたよら荏ければならなv'.台湾電力公司の

見解による.と発電コストは石炭の場合1kWh当り

2円51銭もし石炭にかえて油を使うとすれば1kWh

当り3円32銭で32%のコスト高となる.なお油は輸

入にたよらたけれぱなら狂いので多額の外貨を必要と

しその供給が国際情勢の変化によって影響を受けやす

いという難点があるとされている.

他方台湾電力公司は目下1968年に第1号原子力発電

所の設置計画を立てているがこれによると設備費は比

較的高いにもかかわらず発電コストは1kWh当り2円
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第1図台湾炭生産消費推移図
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67銭で油より安いとされている.しかしなお石炭には

およぱない.このように台湾における石炭鉱業は島

内経済発展のためにきわめて重要な地位を占めてはいる

が第1図に示すように現状のままではもちろんのこと

かなり努力しても1964年には需給のバランスが崩れてし

まいさらに1970年には60万トンの供給不足に底るもの

と案じられこれを打開することが強く要望されている.

2.台湾仁おける石炭鉱業の沿革

台湾における石炭採掘の起源は1626年スペイン人が

キｰルン

商業保護を口実に基隆に上陸して北部台湾を占領した

時にはじまりその後オランダ人の時代(1624-1662年)

にやや発達した拶このオ茅シダ人の台湾統治は資本人

にゆかりのある鄭成功(蝕親秘筒本人で国姓爺と称せら

れた)の攻撃にあって招よそ3蹄間で終止符を打っ花由

その後精朝の台湾領宥後の螂o年に宵許主義か操用き

れる蜜ではいわゆるザ竃脈説Jのため忙その発展が限

害されてい把砧

竜脈説とぽ土地の高低趨伏の形状を竜と関連して考え

た易者の所謝乙もとづい免もので鈎蹄虹伏荏する霊気

をもし誤ってたてば禍は子峨孫冷に裏でおよび永郵に

一門を不幸におとしいれるばかりでなく杜会の公溢を

害することになると信じられていた凸そのため佳民は

地中1こ坑道を掘って石炭を採掘することは最も大慧な

罪悪としてこれを恐れしきり紀看炭の操掘禁止を建議

し為政者もこれをいれてしぱしば禁令を発し極カ看

炭鉱業の撲滅に焦慮してい花.

このように島内あげて看炭採掘の禁制に努めていた際

外国人ほ早くも台湾炭熔注賢してい施ようである苗す

荏わち五顯年米国の帆船が基隆は来航螂O年清国駐英
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第2図台湾の石炭生産高の推移

公使は清国政府に対し基隆炭田開坑の共同経営を要請

したが竜脈説のために拒絶されたという.また1854

年に米国のペルリ提督も目本来航のおり台湾に寄港し

て基隆炭固の調査を行なうなど外国の基隆炭閏に対す

る関心が次第に高まってきた.

1862年に淡水洋海関カ茎設置せられ次いで翌年基隆･

高雄の両港が開かれ外国貿易カミ漸次隆盛となるにした

カミって禁を犯して私掘するもの沸多くなりその量は

年産6,000～18,000トンに達しこれを封禁することが

不可能となった.ついに清国政府も1870年吏員を派遺

して炭鉱鞠方の調査を行ないその報告にもとづいて一

部の地蛾を隈珍り条の章程を定めて石炭の操掘を公

許するこ&紀なりここにはじめて進展への第至歩を踏

み芯すことぽ溶っ彪､しかし台湾石炭鉱業の本格的発

展は工8鱒年買本の統治後壱ζはじ蜜資第2図に示すよう

紀蝋蹄に籍慧次世界大戦終了まではわが国の石炭

鉱業の発展あ塞ったく同一歩調で進み王蜘年(昭和蝸

年)紀は年闇婁芋鰯埋鯛2トンの出炭をみるに至らた､

籍蒙次大戦後は終戦時の打撃をすみやかに回復しさ

ら紘相次ぐ経済凄鳶年計圃の遂行により出炭は上昇の一

途をたどり螂王隼(昭和36年)紀は嬉呈鯛6芽5γ4トン

と賢本統治時代の餐割増しの生産をみるよう熔なった.

螂峰末に為ける台湾全島の炭鉱数は藪五8鉱に達して

い肋婁そのうも約70%は台北1基隆地域に集申してい

る吉炭鉱の経営は一部国鴬によるものもあるが大部

分は個人企業あるいは株式会杜の経営ぽよっている｡

第2表育湾主要炭鉱出僕表(1961)

����(単位:蚤ン)

頗位�炭鉱�炭囲�艘1榊〕�隼産

ユ�璃三Jui蜘�猴爾�工1,576�!38Ig16

2�海山脂滅鯛�独子脚�亀螂�u9,341

3�履嬢s脇11�繋掘坑�7,O00�紙ooo

嬉�毅竹胴蘭伽�嘉楽�亀628�?9,535

5�衣山M滅鰍�汐丘�6,三29�?3,549

6�嬢基Cお1窪泌肇�鰯寮溝�6,⑪郷�?婁,312

?�文山帆滅繊�欝欄坑�5｡醐�69,000

8�海必二城脇sk戦附2�三峡一犬漢�5,502�66,028

§�三含S洲hO�汐止�5,16?�62,005

亘o�衷鋼洲･1�汐止�5,09?�61,16王

王玉�喰纏ch皿紬�瑛脚�4,548�54,585

ユ2�犠独脇1s㌔舳�四騨亭�4,465�5含,588

工3�盤撚買e㎎li亮�山子脚�4,伽�53,047

1壕�畏豊Chan蟹fe･g�山子脚�4,392�52I709

ユ5�驚欄cbi妙醐g�脊桐坑�4,117�45,4㎞

工6�螺繋鮎棚�四脚亭�{｡099�49,193

17�疑擦鮒熾�四脚亭�4,060�48,725

18�吉腰ニニ琉C舳in轟,洲o2�四脚亭�3,883�46,600

19�互益Huji�山子閥�3,632�43,593
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炭鉱の規模は第2表のようにきわめて小さく月産1

万トン以上の炭鉱がわずかに1鉱で月産5,000トンで

もベストテンに入る状態である.これを月産3,000トン

までに下げても28炭鉱でなお全体の10%に満たず大

部分力明産1,OOO～2,000トンの零細炭鉱である.I

開坑方法は通洞によるものカ茎全体の62%斜坑による

ものが29%両者併用カ茎9%となっているが通洞方式

による出炭は全体の5.8%にすぎず採掘の主体は深部

に移行している.稼行爽炭層別の炭鉱数は中部來炭

層が全体の45%でもっとも多くついで上部來炭層が32

%下部爽炭層が23%の順となっている.

3.台湾の崖田概要

i)炭田の分布(第3図第4図第3表)

炭田の主要なものは台湾北部と中部とにあり7石

炭区(Coa1regiOn)29炭田(Coa1雌1d)に区分され

ている.この石炭区というのは地質条件よりはむし

ろ地理的経済的条件にもとづいた区分である.

台湾北部の爽炭層分布は金山一漢底海岸から南西方

に延びて大安渓流域まで全長120k㎜平均幅20km全

面積2,000km2北海道の石狩炭岡の広さに匹敵し稼

行炭鉱はこの北部に集中している.台湾中部の炭田は

爽炭層の分布がせまく炭層状態も不良で経済性に乏し〉'.

.鵠灘榊

灘干.･懸､灘

第3図台湾の

族固位置図�
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ii)炭団の鰯序

台湾において経済的に価値のある石炭は新第三紀の

中新世層中に爽在する.この中新世層は頁岩砂岩

石灰岩および凝灰岩などからなる海成～瀕海成の堆積物

でその厚さは逐,000m以上に達し台湾北部では次の

ように分けられる.

地層名

桂竹林層

南荘層(上都爽炭層)

南港層

肩底層(中部爽炭層)

犬寮層

木山層

五指山層(下都爽炭層)

層厚(㎜)

500～900

400～1.000

�ケ

300～500

350～560

550～600

�住�

五指幽層(W㏄hihsh柵for皿ation)

本属は主として白色の中粒～粗粒砂岩からなるが下

部に礫岩上部に泥岩がそれぞれ発達する.本属の下

限は断層のため不明であるカミ地表でみられる全層厚は

1,000m以上に怒る.なお本属の中部には海縁石砂岩

また下部には炭質頁岩の薄層をはさむことがある､

木山層(Mushanfomation)(下部爽炭層)

本属の下半部は比較的厚い白色の細粒～中粒砂岩と暗

灰色泥岩との厚互層からなる.上半部はいわゆる含炭

部で紬～中粒砂岩と泥岩との細互層からなりその中ほ

どに稼行炭層をはさんでいる.

炭層は汐止炭団東部において最も発達し上層(30～

40cm)本属(50cm)下層(25～30cm)の3枚の稼

行炭層をはさんでいるがそq他の炭田では稼行炭層が

上層および本属の2枚となる.なおこの爽炭層は三

峡一大渓炭田以南では海成層に移化し炭層をはさまな

い.本属の厚さは550～650皿で台湾海峡に向って薄く

島内に厚くなっている.

大斎層(Tailiaofomation)

本属は層厚350～560mの海成層で北部海岸では上

･中･下の3部属に分けられる.

下部は泥岩を主とし砂岩を従とする細互層からなり

5～6枚の化石層を含むほか凝灰岩および炭質頁岩の

薄層をはさむことがある.なおこの凝灰岩の発達した

ものは公館凝灰岩(Kmgkuant雌)と呼ばれ台北盆地

第4図�
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第3表台湾炭当区分表(1962)

石炭区�位置図番号�炭田�稼行爽炭層炭鉱数

�1�金山Ch1nshan�木山層(下部爽炭層)1

�2�瑛脚Kanchiao�石底層(中部〃)10

�3�田寮港Ti･･li･･k･･g�石底層(中部･)1C

�4�汐止Hsich沽�簑鰍幸譲111･1

�5�四脚早S･e･hi･oti㎎�石底層(中部〃)28

基隆Chil㎜g�6�猴洞Ho･t㎜g�石底層(中部〃)1

�7�八分寮Pafenliao�木山層(下部･)15

�8�書桐坑Chi.gt｡㎎k㎝g�石底層(中部･)12

�9�武丹坑W.t｡｡k｡㎎�石底層(中部〃)王1

�10�金瓜石Chin㎞ash1h�雛醤11鱗:lll

�11�頂双漢Ti.gshanehi�木山層(下部･)13

�12�漠底Aoti�漠底層(最下部･)一

�13�南港N･･k･㎎�鮎矯1雫繋〕19

�14�景美Chi･gm･1�菜榊雫議〕17

�15�石碇Shihti･g�石底層(中部･)9

台北Taipei�16�清水坑Chi･g.h.ik㎝g�菓榊辛繋::l17

�17�山子脚Shantzechiao�鮎淋譲1:い7

�18�三峡一大濠Sanhsia-Tachi�鮎罵鵬::132

�19�関西Kuansi�粛荘層(上部〃)8

噺竹Hsinchu�20�嘉楽Chi直1o�石底層(中部〃)5

�21�上坪Sha㎎Ping�薯獲洲1繋:l18

�22�獅頭山Szetoushan�繭荘層(上部〃)18

竹簡Ch㎜an�23�八卦力Pa㎞乳1i�南荘層(上部〃)8

�24�南瑳Nancも･a㎎�

�25�出腰坑Ch曲㎎ke㎎�

苗栗Miaoli南投Nant㎝�26�細道都月｡畑｡p･㎎�

�27�集壌大山Cも1舳置sh餓鳳恐山F㎝gもua㎎sh帥�石底層(中部〃)逐南荘層(上部節)8繭荘層(上部･)一南荘層(上部〃)一商荘層(上部勇)一繭荘層(上郷師)一

���

礁錐Chiayi�29�阿里山A11sもan�

金山炭団海岸に分布する大斎層下部の合化石岩層

(海中に築出する部分)

周辺に広く分布している.

中部はいわゆる野柳砂岩(Yeh1iusandstone)と

呼ばれるもので厚さ約60mの微細～細粒の塊状砂岩か

らなりところどころに急崖を形成している,なおこ

の砂岩層中に包蔵される石魏質の団塊は非常に風化侵食

に強く珍奇な形をして点々と残りさなカミら人間が立

ちんぼうしているようなかっ好なので｢万人権｣と呼

ばれている.

上部はその厚さ約200mで再び泥岩を主とし砂岩

を従とする互層からなるが一般に化石に乏しく時に炭

質頁岩の薄層をはさむこと雅ある.

石底層(Shihtifomation)(中部爽炭層)

本層はその分布の広いこと炭層数の多いことから

台湾におv'て最も経済性の高い重要な爽炭層とされて〉'

る.本属のよく発達する田寮港･汐止･四脚享･武丹

坑･青桐坑の諸炭田では最上部と下部とに細粒～中粒

ときに粗粒の灰白色砂岩が発達し上･中部は主として

泥岩｡砂岩の紬互層からなり7層の稼行炭層をほさん

でいる.

炭層名層厚(Cm)炭層間隔(m)

最上層(1番層)30

上層(2番属)35

中層(3番層)30-35

三寸炭(4番層)ユ0-30

本属(56番層)δ0-90

下層(7番層)40

最下層(8番層)凄ト馳

汐止炭田氏丹塊炭田

�����

㈹�㈴��

7.⑬30

��㈭㈵

40-464C一一46

〕エ20一一140工婁⑪一至40

金山旗国海津に分布する大斎層崖は野棚砂岩�
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しかしこの稼行可能炭層も南西方に向って次第に減少

し嘉楽南荘炭田では厚さ25～40cmの本属1枚と

なりさらに南方では爽炭層カ茎海成層におきかえられて

炭層をはさまなくなる.

南港層(Nanka刀gfor㎜ation)

本属は上部爽炭層と中部爽炭層とにはさまれた海成層

で全層厚750mに達し上･中･下の3部に分けられ

る.下部(厚さ200～300㎜)は砂岩泥岩の厚互層

からなりしぱしぱ厚さ30～50cmの石灰質砂岩をはさ

みOstreaPectenOpercuIina衣との貝化石や有孔

虫の化石を産し湊合層(TsOuhoformation)と呼ばれ

ることカミある.中部は細～中粒塊状の厚い砂岩からな

り中ほどに約30mの砂岩･泥岩の細互層をはさんでい

る.この塊状砂岩は新鮮な時に暗灰青色を示している

が風化すると黄褐色を呈しいたるところに断崖を形

成ししばしば石灰質団球あるいは石灰岩の薄層をはさ

んでいる.

化石の密集部は3帯認められるがそのうち2帝は保

存の良好な海胆の化石(As士ridyp㎝s)を含むことによ

って特徴づけられる.上部の約200血は暗灰色の泥岩

を主としこれに化石を含む石灰質砂岩をまじえる.

南港層中の

ウニ(λ5壬〃ε1ツガ`洲

肋惚θ7YOSHIW

��

の化石

(径約蝸Cm)

南荘層(Nanchuangfomation)(上部爽炭層)

本属は全層厚400～1,000mに達し白色砂岩を主とす

る上部と砂岩･頁岩の互層を主とする下部との2つに分

けられる.白色砂岩は一般に中粒～粗粒の石英砂から

なり膠結度が比較的低く時にガラス原料として採掘

されることがある.経済的に重要な炭層は本属の上部

に來在し

炭層

上層

本属

次に示す4層の稼行炭層である.

多層厚(Cm)

㌰�　

㌰�　

炭層間隔(m)

･･28-40

下層25-30

最下層25-30

･･25-35

･･50-65

この4層は新竹竹南石炭区で最も発達するが台

北･基隆方面では劣化し稼行の対象とたりえるものは

1～2層となる.本爽炭層下部に挾有される炭層は

竹南･苗栗石炭区で最も発達する.炭層数は多いカミ

そのうち稼行可能のものは1～2層でその厚さも30

Cm以上のものは少ない.台湾中部の集集大山･鳳風

山･阿里山の諾炭田に分布する本爽炭層中の石炭は非

常に膨縮不規則でしかも薄く経済的価値に乏しい.な

お本炭層は阿里山炭田南部において海成層に移化し

ている.

桂竹林層(kueichu1infomation)

本属は全層厚500～900mに達し台湾北部では上･下

に2分される.す衣わち下部はサンドパイプや貝化

石を含む細粒～中粒の泥質砂岩を主としこれに泥岩お

よび青灰色硬質砂岩を混じえる.上部は泥質砂岩･泥

岩･砂岩泥岩の互層および灰白色砂岩などからなる.

苗栗以南に分布する本属は上･中･下に3分されてい

るカミその中部は厚さ80～100mの暗灰色の泥岩からな

り非常にたくさんの海棲軟体動物および有孔虫化石を

ミ

瑛脚炭閾海岸に公称する石薩鰯(中部爽炭層)最下部の白色砂岩

田寮港炭の南港層の崖�
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含んでいる.

爽炭層および

炭層

南荘層

上部

上層

本層

下層

最下層

下部

本層

石底層

最上層

上層

中層

本層

下層

最下層

木山層

上層

本層

下層

商荘嘉楽炭団

石底層

本層

�

�

�

�

�

��

��

��

理一C

�

�

���

����

���

1ii)炭田の地質構造

台湾北部は南北性のフィリピン弧と東西性の琉球弧と

の会合点にあたるが炭田の地質構造もこれに大きく支

配されてv'る.すなわち台北･基隆区では軸方向は東

西南傾斜層は緩北碩斜層は急な波長の大きい摺曲構

造を示すか新竹区以南にたると軸方向を南北にとり

複雑な溜出構造を示すようになる.炭層の発達は東西

性の琉球弧の影響を受けている部分では概して良好であ

るが南北性の構造になると來炭層が海成層に移化し

て発達不良となる.

4.台湾炭の性状

台湾炭は第4表に示すように分類上目本工業規格の亜

─

第5A図水分十灰分

商荘層(上部爽炭層)中の石炭

第5表台湾炭の一般性状

性状�上部來炭榊の石炭�中部映炭鮒の{祓�ド部火炭榊のイ破

色�褐色1大部分〕��

�黒色{'部〕�黒色鴎黒色�擦色t大部分〕

光択�暗�鴫あるいは輝�祭1大部分〕

硬度･劔度�脆弱�級審弥勒�脆蝪

錐面�不規則��

�平滑餓淋1一一部〕�平滑職淋�不娩則1大部分〕

比重�1.26一一.40�1.26-1.40�1.26-1.35

�ll.31-1.40〕�い.26-1.35〕�ll.2ト1,30〕

矢の融点��lloo℃�1100'一1350C

顕微鏡下�灰化木刺二樹木組穀あ�灰化木中に樹木組織あ�

�り植塵多し�○植塵多し�均貰の炭砿鵬あリ

水分�1-11%13-7%〕�1-6%12-4%〕�1一%11-2%〕

灰分�1-15%(6-10%1�1-15%(1-10%〕�1-15%い一〇%〕

揮発分�ヨ1一{5刎36-40%〕�31-45%t36一{O%)�2ト4概t26一{O%)

固定尿素�41-55%{41-50%〕�41%一60(46-55%〕�46-6粥151-60%〕

硫黄�O.6-3.O%lO.6-2.O%〕�O.6-2.脇{O.6-1.5路'�O.6-3.O%

燐1P.0｡〕�O.02以下�O.02%以下�0.02%以下

粘詰度�非粘詰一鍋粘詰�粘繕〉膨脹粘結〉非粘�

��結�膨膿粘結〉裕結

発熱箆�6100-1000竜ロリｰ�6600一?蹴慈剛1一�㈱ト暮｡⑪臓口り一

節灰桑熱堕�7800カロ■1一�802肋鵬1卜�蹴繍簸コ1一

燃料比�O.8-1.6u.O-1.3〕�1.o一王､薄11,正一i.δ)�三.1-2,1)1王,喜一1.61

灰の色�縄色�縄魯�繋鶴亀

�C-74%H-7%�c-8鵬蟻一6.脇�c一鱗怒蚤1一§.脇

元素分析�cべ脇艘一1.蝪�c一鵬翼一至､脇�簑一奮瓢嚢一晩

�§一至,脇�S一正.娩�s-2｡鵬

�楓緩卜脇�潔硝ト脇�汽鮫脇

揮発物釣酸分�楓三脇�楓至脇�桝;脇

�ヂ格玉脇�卜路玉脇�蒙吋ユ概

比重と販鈴���

との磯綜�不鯛蹴�繊嫡�不蛸醸

比重と擦鷲���

分との関係�刷蜷眺綱�不;蛾鮒棚�不一燃

比重と固定度�鮒規則的辰比例�反比例:大部分)�

紫との関係��不規則{一部)�芥餓リ

灰分と藁熱�搬1螂��

量との囎際�鮒例1大部分〕�連結的反比例�不規則反比鰯

注:据弘内の数字は一般的値をホす

─

揮発分

埼

─

第5B図水分十灰分

石底層(中部爽炭層)中の石炭

─

揮発分

─

第5C図水分十灰分

木山帽{'ド捌眺炭帽)中の石朕

偽

揮発分

第5図台湾炭工業分稀三角形象図

固定炭素

─

薗定炭素

─

固定炭素�
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策6表

台湾埋蔵炭量表(ユ95S)

(単位:千トン)

量区分���理論埋蔵炭量�既採掘炭量������残存炭量�可採炭量�����

束炭層炭層�A�B�C�計�A�B�C�計�A�B�C�計�A�B�C�計

商基層(上部來炭層)�6,6〃�15409�15,532�37588�32{�1,253�936�2513�6,323�1企156�14596�35075�3,324�6,624�6,380�16,328

石底層(中部爽炭層)�184,079�1321525�87,741�404,345�62,932�20,445�8,343�91,720�12I,147�112,080�79,398�312,625�65,334�56,379�36,273�157,986

木山層(下部爽炭層)�4,324�43,816�41,218�89,358�842�6,873�6,083�13,798�3,482�36943�35,135�75560�1,760�18,955�14,201�34,916

計�隻95,050�191750�144,491�531,291�64,098�28,571�15,362�108031�130952�163,179�129,129�423,260�70,418�81,958�56,854�209,230

量区分炭種炭厚���理論埋蔵炭量��既�採掘'炭��量�残�存�炭�量�可�採�炭�量

�A�B�C�計�A�B�C�計�A�B�C�計�A�B�C�計

一般炭�149.436�117,978�71,336�338,750�49,816�21,153�8,484�79,453�99,620�96,825�62,852�259,297�53,081�48,377�28,196�129,654

原料炭�45,614�73,772�73,155�192,5{1�14,282�7,418�6,878�28,578�31,332�66,354�66,277�163,963�17,337�33,581�28,658�79,576

計�195050�191750�三44,491�531291�64098�28571�15362�108031�130952�163179�129129�423260�70,418�81,958�56,854�209,230

注:A炭厚60～100㎝B炭厚40-60㎝C炭厚25～40㎝

渥青炭一握青炭に属するものが多い.いまその一般性

状を示すと第5表および第5A5B5C図のよう

である.すなわち南荘層(上部爽炭層)中の石炭は低

炭化度を示し水分と灰分が多く固定炭素分が少ない.

これに対して木山層(下部爽炭層)中の石炭は高炭化度

を示し固定炭素分沸多く大部分膨張粘結性を有し

コｰクス用炭となる.

石底層(中部爽炭層)中の石炭は南荘層から木山層

までの性質を示し両爽炭層の石炭の中問的もしくは漸

移的性質を有している.石底層中の石炭は大部分非粘

緒性であるが嘉楽南荘両炭田では優秀拒コｰクス用

炭となっており台湾から日本に輸入される製鉄コｰク

ス用炭のほとんどはこれである.

5.台湾の埋蔵炭盤(第6表)

台湾の埋蔵炭量調査は全島的規模をもって1957年8月

から開始し1958年末に集計を終わりその結果を経済

部煤鉱探勘処編;台湾の煤畷資源(CoalResourcesOf

Taiwan)1959に発表している.これによると台湾

全島の理論埋蔵炭量はユ958年12月現在で5億3,ユ00万

トンと算定されそのうち可操炭量は2億900万トンと

されている.この2億900万トンの可採炭量のうち日

本工業規格の実収炭量に相当する炭量は約工億3,800万

トンとなりさらにこれを炭丈別にみると60～100

cmのものは7,000万トン40～60cmのものは8,200万

トン25～40c㎜のものは5,700万トンで薄層炭の占

める割合いが大きい.また炭種別にこれをみると

製鉄用原料炭すなわち粘緒炭は8,000万トンに達し

ユ3の炭田に埋蔵されている.

來炭層別の可採炭量は石底層(中部來炭層)カミ最も多

く約75%を占め次いで木山層(下部來炭層)南荘層

(上部爽炭層)の順とたっている.たおこの埋蔵炭

量には後述する台北盆地や海底炭田のものは含まれて

いない.

6.台湾における炭閏の探査

さきに述べたようぽ台湾の看炭需給の様相は王鰯隼

を契機として逆転するすう勢を示し醐⑪年度における

需要は現在の約55%増の餐0⑪万トンが要望慈れているヰ

しかしなカミら島内ぽ粘ける宥炭企業の大串は操業年ひ

北

政府保留鉱区

上部爽炭層

繭

一

蜘{)獅

㌰　

郷｡

商港砂岩層

㌔､帖湊含層｡/

中部爽炭層

本層

青桐坑環固有底肉斜断簡図

王⑰o

s,L､

一郷｡

一200

･300

第6図�
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さしく採掘区域の深部移行に伴って老朽化の傾向を示

し現状のままではとうていその要望に応ずる増産を期

しカミたい実情にあるのでその打開策として未開発炭田

の調査開発が大きく取り上げられている.これは台北

盆地海底炭田深部炭層探査を3本の柱とするもので

第7表のように計画され積極的に実行されている.

i)台北盆地の調査開発

台北盆地は東は汐止炭田酉は山子脚炭田南は南港･

清水坑両炭田に囲じょうされた広い沖積平野で総面積

200km2に達している.汐止炭閏では上･中･下の

3爽炭層他の3炭田では中･下部の両爽炭層がそれ

ぞれ分布し炭層の発達がかなり良好である.現在97

炭鉱がこれらの炭層を採掘中であるがこの炭層はさら

にのびて盆地の沖積層下に潜在するものと考えられてい

る.調査は盆地周辺炭鉱の探掘坑道による坑内調査

地表地質調査および重力探査カミすでに実施されさらに

地震探査の結果をみて試錐が行柾われることになって

いる.試錐は石炭のほか石油天然ガスおよび地下水

を対象とした多目的試錐で1,500m位の深度のものが

予定されている.

第7表未開発炭田探査計四表

ii)海底炭田の調査開発

この調査の対象となる地域は基隆港をほぼ中心とし

全延長約60kmにおよぶ台湾北部海岸の沖合であるが

すでに鶏錬(Masu)建基(Chienchi)および瑞芳

(Juifang)の3炭鉱カミ海底に掘進操業中で本山(Mu･

探査���探査費用�(日本円に換算)�

項目�探査方法����

��1962�1963�ユ964�計

�1.炭鉱調査�円�円�円�円

台北盆地�2､坑内外および一般地質調査�18,000,000�2?､000,OOO�18,000,000�63,000,000

�3.地震探査および試錐����

�1.炭鉱調査����

海底炭田�ム陸地測量および地質調査����

�3.海底測量および地質調査�27,000,000�2?､000,OOO�18,O00,000�72,OOO,OOO

�4.採炭坑道1および坑内試錐����

�1.炭鉱調査����

深部炭層�2.胞質調査����

�3.採炭坑道�9,OOO,000�18,O00,000�18,000,OOO�45,000,000

�{.試錐����

�計�54000000�72000,OOO�54000000�ユ80000000

shan)民徳(Minteh)および永久(Ymgchiu)の3

炭鉱カ三その準備中である.調査は第1段階として1962

年に海軍海道測量局の手により金山一鼻頭角間海域の

海深図(縮尺1!1万)が作成されづいてその陸域の地

形測量(縮尺1/1万)ならびに地質調査渉何春蓄(C･S月0)

氏を隊長とする台湾地質調査所の調査隊によって行な

われた.

この計画に協力した筆者ら一行3名は1963年3月18

目から8月30目まで約5ヵ月半にわたりさらに海岸地

質の精密調査と今後採用すべき海底探査方法の検討第

8表に示した対象6炭鉱の坑況調査と問題点の検討ま

た現有設備能力の検討と開発計画の作成などかなり広

範囲の作業に従事し一歩の成果を得ることができた.

すなわちこの地域の海底には比較的安定した地質構造

をもって上部爽炭層カミ2度中部ならびに下部爽炭層

が3度それぞれ繰り返し分布しているので前記対象6

炭鉱のほかにも6～7ヵ所の開坑適地のあることカミ判明

した.加えて炭層も台湾で最も発達した現在の状況

を海底に向かってなお持続するものと思われるので非

常に有望視される.他方対象6炭鉱の開発計画では

年産約37万トンの増産可能の見とおしが得られた.

南軽炭田の過摺曲構造

経済翻工砿計画聯緊組郡逸周筑に海

底僕因調査開発計画報告書の轟閏�



第8表.

海底炭鉱坑.状一覧表

������木山焼磁���

�'＼雄鉱名項目�瑞荒磯場�昂徳破場�建基煤瞭����璃､錬煤臓�永久煤礪

�����文責坑�大宰林坑�協和坑��

�稼行炭層�中部火炭層脚ゾ傾斜本層8ト100㎝平均12中層35～40｡而平均12�中部爽炭層本層炭厚傾斜(第一科昇)60㎝15-18(第一斜坑)4上55㎝n-1ポ�中部爽炭層炭厚傾斜本層100㎝9-18｡�下部爽炭層炭厚傾斜上層35㎝23｡本属45㎝23｡�下部爽炭層炭厚傾斜上層35㎝23個�下部爽炭層炭厚傾斜上層35㎝23｡本属80㎝23｡�中部束炭層炭厚傾斜本層90㎝6-15｡中層35㎝6～甘�中都爽炭層巌厚傾斜本層70㎝12｡

�炭量(現有設備による可採可能なもの)�本属56万t�本属65万t�本属65万t�上層7万t本属8万t�上層10万t�上層20万t本属20万t�本属8.8万t�奉層I.38万t

�山峡量(1962年実繍)�69,100t�70,600t�90,300t�32,400t�20,600t�22,550t�38,800t�一

�開坑年月日�1927年�1955年11月�1955年7月�1928年�開坑不詳1952年再開�1956年�1923年�1958年9月開坑一時中止現在開発掘進中

�開坑方式�斜坑方式m新斜坑18.1,250旧本卸18-201,350深本郷15-201,000深遠卸15-20900中央斜坑6-8350�斜坑方式本却25-2プL050m違卸25-271,050繁一科昇10-13450第一一斜坑7-15380�斜坑方式本破水卸20個600m奉職連卸20600第一斜坑20800�斜坑方式本卸23,780m管卸23640+二斜坑23300右二叉卸23200西五又卸23140�斜坑献本卸23.1,OOOm管卸231,OOO一文却i8-23350二叉卸18-23250�斜坑方式本卸25,260管卸25230本文卸23480管又卸23400�斜坑方式主斜坑16,300又卸8385水平坑0250左三半斜坑8130中層斜坑12140�斜坑方式1963.6現在本卸20,280m連郷20280第一斜坑水卸22370第一斜坑運卸22370

�採掘深度�海水準下500m�海水準下350-500m�海水準下250～400m�海水準下300m�海水準下36⑪m�海水準下240㎜�海水準下70-160胴�

�採炭方式�剛造式長話採焼払長70-80mチェｰンコンベヤ俄用帯状充堀実施�前進式長鰍炭払長70-90祠チェｰンコンベア使用無充坂�前進式長繁探誰払副00一刎mチェｰンコンベア使用帯状充損実施�昇採炭(片盤向昇払)スラ使用�前進式変型長壁採炭(切羽を階段状につくる)スラ使用�昇採炭(片盤向昇払)スラ使願�本属､前巡氏長雌採炭中層外撚炭�

�運搬�ロｰプ新斜坑300H椥同3脇φ旧知250単胴32深卸300･1132中央糊充1000川24容量27艦の木製炭箪�ロｰプ本卸400H〕単胴32略φ連螂100･26第一斜坑100･26繁一科黒50･22第二斜昇35''22容量2臓の木製鱒�ロｰプ本蹟本卸200碑胴28略φ第一斜坑150･28容量27繭の木製炭二軍使用�ロｰプ本卸250汗単胴32切十二斜坑75･26右二叉卸30･18西五又郎30り8容量3幟木製炭車使用�ロｰプ本卸150碑胴脇φ一文卸冗･22二叉卸朽･22容量31戟の木製炭筆使用�ロｰブ本卸150碑胴3脇φ管却30･20本管卸75･26容量31戟の木製淡車使用�ロｰプ本卸35冊単胴28孔φ又卸50.24左三片斜坑20･20中層斜坑20･20容最3i灘の木製炭尊鯛�

��主馴躰却)シロサコ型2蜥磁扇潔本卸一50据寧辮腕壇綴亜鈴峨録亜2§舘艦藁舞辞獺理下一に涛盟2§�主扇1連却坑口〕プロペラ型150閉鰯鰯繁一寮燦20蘇峨蛾25霧コ煽至ム5�主副本駿遵卸如〕シロッコ型60H〕採炭切羽プロペラ型5H〕4台�主扇(連卸坑口)ユ00げ補扇60･30･30�主扇違卸坑口シロッコ型17服･(違卸十五片〕"Ioo補扇一文卸違卸50"皿20･二叉卸遵卸30�主扇管卸坑ロプ日ペラ型50H〕.�主扇(管卸)30げ補扇又卸旧左三片30�

�一遜気��������

�総雛衣1数�鋤童t謹■撚1搬�3鍬室垂■獅1n�30ftヨ■min�52.4ft･/min�蝋t･/min�1鮒t3/min�44ft3■min�

�電力鍵溺鐙�繍～金脈徽繕/室�鋤一§脈徽肩/室�2α5KWH/t(1962年)�4ユKWH/t(1962年)�53KWH/t(1962年)�62KWH/古11962年)�43KWH■t(1962年)�

��季滋榔卿綴労�季選鍍糠硝議秀�レオ型水洗機(50t■h)��バウムジッダ(二槽式)水洗機(50t/h)��手選塊粉の鯖分�

�滋災･憂葦かj香纐嫡蝸�均碗麦劔簑銃玲爽醐�i随穣工榔⑪黒糠工醐�坑内大400坑外夫150��鱗211別に本部･･鱗';9簑騒211��坑内大150坑外夫30�坑内大60坑外夫ユ2

�ぞ11雛鍍裟�至埋王澱�§総�1,O00��900��278�

�������5万t�3万t�10万t

維滋薮鵜総紡繊�蓑榊陣f萎磁1鶉萱��36'別�13.2万t�����

�禄擁淡鐙'…鰭拷準数��遥繍取�389万t���168万t�35万t�工38万t

���重3寧�29年���33年�12年�14年

畠�
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以上の結果からこの海底炭田の調査開発計画では引き

続き水中音波探査を実施し6炭鉱の開発計画のチエツ

クと未着手個所の開坑を促進することに在っている.

iii)深部炭層探査

この調査の対象となる地域は蕎桐坑猴胴両炭田に

またがる石庭大向斜構造部で石底層(中部爽炭層)中

の本属の賦存状態を明確にすること沸そのねらいである.

この石庭向斜は東西方向に走り北翼が緩優斜南翼が

急傾斜の向斜構造で両翼の肩部ではかなり開発が進ん

でいるカミ第6図に示すようにその軸心部は政府保留鉱

区として未着手のまま残されている.

目下台湾地質調査所の手によって地表地質調査ならび

に坑内調査が付注われているカミさらに試錐の結果にも

とづいてこの政府保留鉱区の合理的匁深部開発が行な

われることになっている.

7.台湾屈炭鉱叢の増産対策

1970年度におけるgOO万トンの年間需要に床ずるため

の増産対策として前記未開発炭田の調査開発のほかに

次のよう･な施策添ある.

i)新鉱開発

1962～1970年の9年間に汐止炭田で4炭鉱八分寮･

三嘆大渓両炭田でそれぞれ2炭鉱猴胴･青桐坑･山子

脚･清水坑炭田で各1炭鉱合計12炭鉱を新規に造成す

る計画をたて93万トンの出炭を予定してV'る.

ii)現有炭鉱の増産促進

約40炭鉱を対象として設備の更新採炭技術の改良

石炭の横迅み作業をする嫉さんたち

管理の改善などをはかり1962～1970年の9年間に約

92万5,000トンの増産を見込んでいる.

iii)炭鉱労務者増員計画

1961年現在の全島炭鉱労務者数は59,838人と在ってい

るが熟練鉱員の不足が著しい.

一般に本島の炭鉱労務者は農業または漁業と兼業す

るものカミ多く時期的に著しく流動する.した洗って

計画的に生産を維持することカミかなり困難である.加

えて坑内通気の不良狂らびに未熟練鉱員による炭鉱災害

の発生が非常1こ高率を示すので炭鉱で働くことカミとか

く敬遠され炭鉱労務者になるものが少ない.これを

何とか打開しようとして坑内保安の改善福利更生施設

の充実にカをいれているカミさらに優良技術鉱員養成の

ための訓練所の設立を計画している.

��

その他の対策

石炭市場の爆証

低品位炭の利用

石炭試験所の建設

中央選炭場の設立

生産費羅出制度の樹立

合理的炭価の維持

鉱区の調整

自然条件急変の対策指適

8.むすび

台湾の石炭は新第三紀中新世に生成せられたv･わゆる

若年炭である.炭層は一般に薄層(1㎜以下)である

が炭質は良好でまたはさみカミ少ないとv'う長所があ

る.理論埋蔵炭量は5億3,100万トンと算定されてい

る沸今後台北盆地や海底炭田の調査によりさらに大

きく増加するものと思われる.

台湾の石炭鉱業は島内経済発展のためにきわめて重

要な位置を占めその増産カミ強く要望され1970年まで

に年間600万トンの生産目標を達成しようと種々努力し

ている.しかし島内における現在の石炭企業の大半は

小規模あるいは採掘区域の深部移行に伴う老朽化のため

その要望に応じカミたい実状にあるので新たに台北盆地

海底炭田および炭田深部などの開発をはかりその増産

を達成しようとして〉'る.これら未開発炭田のうち

炭層の吉地理的生成条件あるいは地質構造在とからみて

最も有望視されるのは海底炭同ヨであるカミとくに台湾北

端部の金山一當貴月一帯がおおいに期待される地域であ

る.海底炭田の調査は1962年1963年の2年間で基

礎的段階を終了し海域における物理探査(水中音波探

査)および試錐作業赫今後に残されている.

(筆者は北海道支所燃料課長)�


